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研 究 の 要 約
情報化の時代をむかえ.たくさんの情報を素早く処理することが必要になって
きた｡正確に求d)ることが大切だからといって.どんなときでも杓子定規に一番
下の位まで計算していたのでは一対応しきれない｡大局的な梯子を要求されてい
るのであれば,概数を使って考えていけばよいのである｡しかし.現実は,｢概
数で考えてごらん｣と助言でもしない限り.概数を使おうとしない｡概数で考え
ればよい場面なのか.そうでない場面なのかを自分自身で判断し.場面に応じて
数を大局的に見ることができるようにすることが大切であると考える｡
そこで,この研究では,数を大局的に見る子どもを育てるために教師はどのよ
うな支援すればよいかを.第4学年 ｢およその数｣の学習を通して明らかにして
いくD
1 研究のねらい
教師の中には,四捨五入の仕方さえ散れば
数を大局的に見ることができるようになると
勘違いしている者も多い｡確かに数を大局的
に見ることのできる子どもは,概数を使って
考えるが.実数を概数にできるからといって
大局的に見ているとは限らない｡どのような
場面でどのように概数を使うかを自分で考え
ることが.大切である｡
この研究では.数を大局的に見ることので
きる子どもとはどのような子どもなのか.ま
た.そのような子どもに育てるためには,ど
のようなかかわりが必要か.について第4学
年 rおよその数｣の授業実践を通して明らか
にしていく｡
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2 研究の内容
(1)数を大局的に見ることのできる
子ども
例えば ｢9762｣という数は. ｢9千｣から始
まるから ｢およそ9000｣とも.十の位を切り
上げたり切り捨てたりして ｢およそ9700Jや
｢およそ9800｣とも.千の位を切り上げて
｢およそ10000｣とも考えられる｡場合によっ
て使い分ければよいのである｡数を大局的に
見ることのできる子どもは,この ｢場合によ
って ･･.｣の r場合｣を.教師の指示で決
めるのではなく.自分で決めて.概数を使う
ことができるo
それは.｢概数を使うことによって.大ま
かな数値を求める際の計算が簡単にできる｣
とか.｢実数を使うより,概数で表した方が
分かりやすい場合がある｣といった,数を大
局的に見るよさを実葱できているからである
と考える｡
(2)敦の大局的な見方を育てる指導
上の間良点
(丑 ｢およその赦Jは r(悪いJl味で)い
いかげんな致｣という誤解がある
子どもは.｢およそいくら?｣と問われな
ければ.概数を使って考えようとはしない.
中には.概数を尋ねているにもかかわらず.
いつまでも実数にこだわる子どももいる｡
これは,rおよその数｣は.-の位までき
ちんと表していないので,｢およその故は,
正しい数ではなく.いいかげんな数である｣
という憲油が強いため.子どもは rおよそ｣
で表すことを避けようとしているのではない
かと考える｡
rおよその軌｣の意味を正しく理解できる
ように指叫していく必要がある｡
② どのくらいの ｢およそJで見ればよ
いのかを自分で判断できない
前述の例のように ｢9762Jは ｢およそ9700｣
とも ｢およそ9800Jとも見えるし.もっと大
胆に見れば ｢およそ10000｣とも見ることがで
きるので.どのように見ればよいのかを教師
の方から指示しないと自分で判断できない子
どもが多いO
これは.教師の方から一方的に ｢00の位
までの概数で表してごらん｣と指示し,その
位までの概数で表す方法ばかり指導すること
が多いのではないかと考えられる｡
概数を活用する場面の理解を十分にさせる
とともに.なぜその位までの概数で表すのか
を子どもに意識させる必要がある｡
(3)散の大局的な見方を育てる場面
と教師の支援
前述の問題点から考えると.次の2つの場
面における教師の支援を工夫することによっ
て.数の大局的な見方を育てることができる
と考えた｡
任) およその散の意味を理解する場面
正確な数値が分からない場合には,およそ
の故を使って表す以外に方法がないので.紘
抗が少ないが,正確な数値が分かっているに
もかかわらず,およその数を使って表すこと
は,子どもにとって抵抗が大きい｡
そこで.第4学年 rおよその致Jの単元の
帝人において.次のような支援をする｡
Lpt潤の亘;
同じ日常事象を.概数を使って蓑している
場面と.概数を使わずに実数で表している場
面を同時に取り上げ.2つの場面の違いを考
える問是副こするO
正確な数が分かってい
るのに.なぜ､およそ
の数を使うのだろう?
活動の工夫Ⅰ
話し合いの中で,r実際の数に近い数をお
よその数として表しているのではないか｣と
いう予想が出ると考えられるので.およその
数は本当に実際の数に近いかどうかを数直線
で確かめる活動にしたり.実際の数に近い数
は他にもあるのになぜその敬を選んだのかを
話し合わせる活動にしたりする｡
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3900の方が実際の
数に近いのに.
なぜ.4000にした
のだろう?
活動の工夫 Ⅱ
およその散の意味が分かってきたところで.
身の回りで使われているおよその数を調べさ
せ.なぜ.およその数が使われているのかを
予想させる活!剛こする｡
② およその政を活用する場面
活動の工夫Ⅲ
子どもたちがおよその故を活用する身近な
場面として.貰い物場面を設定L 合計金領
を見積もりながら買い物をしていく活動にす
る｡
今,およそ△△円
だから.もう少し
買えそうだぞ｡
3 授業実践
(1) およその牡の意味を理解す
る壌面
旺夢つ問 題 の 工 夫
次の図のように.同じ r岡山マラソン
(架空)｣の参加者を報道しているテレ
ビ放送の場面と明朝のOX新聞の記事を
取り上げ,｢参加者数は同じはずなのに
l __ __
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どうして発表している人数が違うのだろ
う｣と問いかけた｡
提示した図
C きっとテレビで放送した後.人数が増
えたんだよ｡
C それにしては.きっちりしすぎている
から.何か怪しいんだよな｡新聞は.ど
いたいの散を書いているんじゃあないか
なo
c ひょっとしたら.新聞社の人は .わざ
と多めに書いたんじゃあないかなo
c 目立つようにちょっとオーバーに書い
たのかもしれないよ｡
最初のうちは.あまりにもきりのよい数で
報道している新聞報道を疑っていた子どもた
ちも.Ox新聞社の意図を想像するような発
言をするようになってきたところで. rみん
なの想像通り放送局の報道は実際の数で.節
聞社の報道は実際の数ではないんだよ｡｣と
知らせ.本時のめあてを ｢OX新聞が4000人
と発表しているわけを考えようo｣と決d)たO
C それは.ぱっと見て分かりやすい数字
だからだと思います｡
C 私もそう思います｡3853より4000の方
がきりがいいので.分かりやすいです｡
(賛成多数)
T 4000人といった方がきりがよくてわか
りやすいという人が多いようだけれど.
きりがよくてわかりやすいというのなら.
いっそのこと1万人とか5千人といえば
いいんじゃあないかな?
C そんなのはあまりにも実際の3853人と
離れすぎているから.だめだと思いますo
c そうです｡3853人を1万人といったら.
おかしいと思います｡
C 4000人は3853人に近いから.実際の数
と違っていても.まあ.いいんじゃあな
いかと思います｡ 1万人や5千人では.
違いすぎますO (賛成多数)
l感 戸 活 動 の 工 夫 Ⅰ
｢4000は3853に近いから使ってよい｣
という言引こなってきたところで.数直線
を使って.3853は本当に4000に近いかど
うかを確かめる活動にした｡
配布した数直線には1000の目盛L)しかつけ
ていないので.3853を表そうとするとさらに
細かい目盛りが必要になってくる｡子どもた
ちは,100の目盛りをつけた後.10の目盛りや
1の目盛りをつけようとしていたが,とても
1の目盛りまではつけられそうにないことに
気づき.100の目盛りだけで表したり.10の目
盛りまでで表したりしていった｡
※100の目盛りだけを付け加えて3853を表し
た児童 .･･約3/4
･※10の目盛りまで付け加えて3853を表しf=
児童 ････約1/4
※ 1の目盛りまで付け加えて3853を表した
児童 ･･.･若干名 (2名)
それぞれの数直線を発表させ.どの数直線
を見ても確かに3853は4000の近くであること
が分かることを確認した後.10の目盛りや10
0の目盛りのついた数直線を見ながら次のよう
に問いかけた｡
T 確かに4000は3853に近いけれども.よ
く見ると,4000より3900や3850の方が38
53に近いんじゃないのつ
C それは確かに近いんだけれど.4000は
きっちりLT=数なんです｡ (焚成多数)
T 3900だって3850だって.きりのよい故
だと思うけれどなあつ
C 3853に比べたら.3900や3850は.きり
がいいけれど.4000は,もっときりのよ
い数です｡
C それに.4000人という方が.問いf=だ
けでも分かりやすいと思います｡
C そうです｡数直線を見たら分かるんだ
けれど,3000とか4000が一番大きい目盛
りになっているので,一番きりがよくて
分かりやすい致なんです｡
このようにして. ｢○×新聞が4000人と報
道したのは.実際の3853人に近くてきりのよ
い数だから,分かりやすいと考えたからだろ
うD｣と話し合いをまとd).Ox新聞が使っ
た4000のような数を ｢およその数｣というこ
とを知らせた｡
さらにその後.冒頭で ｢およその数｣を使
い.後から実数で報道しているTVのニュー
ス (録画)を見せ. ｢このアナウンサーの場
合は.どうして最初におよそで言ったのだろ
う｡ ｣と問いかけた｡子どもたちはすぐに
｢ぱっと聞いて分かりやすいし.実際の数と
近いからだ｡｣と言ってきたので.rみんな
の身近にもこんなふうにおよその数が使われ
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ているかもしれないよbまた.自分でも使っ
ているかもしれないから調べてこらん｡｣と
｢およその致さがし｣をすることを指示して
第 1時を終えた｡
旺 夢つ 活 動 の 工 夫 Ⅱ
第2時では.子どもたちが探してきた
およその数を黒板に掲示した後.それぞ
れ.どんな理由でおよその数を使ってい
るのかを話し合う活動にしたo
子どもが探してきたおよその故とそれを使
う理由についての話し合いは以下の通りであ
る｡
《テレビや新聞などから》
･00高凧 こ□万人 (連休の人出)
-正確に分からなかったから,何か
で調べてそれに近い数をおよその
数として発表したのだろう｡
･〇万本の花で飾られた (祭りの会場)
-細かく発表するより.みんなによ
く分かるので.およその数で発表
しているのだろう｡
･00駅から歩いて5分 (不動産の広告)
-きっと5分より遠いと思うが.10
分よりは近いので.およその数を
使うと何か近い感じがするから使
っているのだろう｡
･野球の観客数 (たいてい〇万□千人にな
っている)
-新聞を読む人は.-の位などはど
うでもいいと思っているだろうか
ら.分かりやすくおよその数で発
表するのだろうけれど.それなら
サッカーの観客数を-の位まで発
表するのはなぜかなつ
《自分で使っているもの》
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･｢今.何時｣と聞かれたとき
-細かい目盛りまで見るのが面倒だ
し.大まかな目盛りで答えれば.
それで十分だから｡
･道案内するとき (700mほど先の右側)
-測ったわけではないので.正確に
は分からないが.それで十分に伝
わる｡
(2) およその軌を活用する場面
(庶政のたし拝ひき算の後の学習)
駈3戸 活 動 の 工 夫 Ⅲ
黒板に提示した品物を代表児童が買い
物していく場面を設定し.合計金韻を兄
畑もりながら買い物を続ける活動にする｡
黒板に次の品物 (絵と金軸をかいてあるカ
ー ド)を提示し,無作為に貰い物をするので.
およそ何円になるか計芽しておくように指示
した後.次のように問いかけた｡
紅茶 (ティーパック)
マヨネーズ
豆腐
あめ
ピーナッツ
ビスケット
牛乳
トマ トジュース
カップラーメン
チョコL/- ト菓子
98円
178円
88円
135円
128円
168円
198円
78円
148円
125円
丁 まず牛乳を買って.マヨネーズを買っ
て.豆腐.ビスケット カップラーメン
トマ トジュースを買いまLf=｡ (と言い
ながら.カー ドを黒板の買い物かごに入
れた｡)7000円で足L)るでしょうか｡
子どもたちの見積もりは.次のようなもの
であった｡
C.私は.四捨五入して考えました｡牛乳
を200円.マヨネーズを180円.豆腐を90
円.ビスケットを170円,カップラーメン
を150円.トマトジュースを80円と考えて
計算したら.870円になったので絶対に買
えると思いました｡
C2ぱくは,牛乳はおよそ200円で同じなん
だけど.後はもっと多めに見て.マヨネ
ーズは200円で.豆腐が100円.ビスケッ
トはかなり多めなんだけど200円にして.
カップラーメンも200円.トマトジュース
が100円で.全部合計しても1000円だから.
絶対に買えると思いました｡
C ぱくもほとんど同じなんだけど.カッ
プラーメンは150円にしました｡
含ま十は950円になるので.7000円で大丈
夫です｡
C,ぱくも.100円か200円で考えたんだけ
ど.ビスケットとカップラーメンでちょ
っと迷って.合わせると300円ぐらいなの
で.300円ということにして計算しました｡
だから.合計は900円ぐらいかなと思い
ました｡
このように,子どもたちはいろいろな見稚
もりをしてきたが.ここで.C､の考えに着
目して.次のように問いかけた｡
丁 いろいろな考えがでてきたけれど.I
番いいのはより正確に分かるC.U)考えだ
よね｡
C そうかなあ｡確かに一番正確に分かる
けれど.私は.計算が難しすぎると思い
ます｡
C そんなことはありません｡どれも習っ
ているたし算なんだし.できると思いま
す｡それに.もし暗算でできないのなら
手鼻ですればいいと思います｡
C そうです｡C2のように大ざっばに計
算していたら.1000円を越してしまうか
もしれません｡
C でも.筆井でするなんてめんどくさい
よCだいたいの金鏑が分かればいいんだ
から,計算しやすいように100円や200円
にすればいいんじゃあないかな｡
C それに.大ざっぱといっても.どれも
多めに考えているので1000円を超えない
と思いますc
c 大ざっぱすぎていけないのなら.C,
のようにセットにして考えればいいんじ
ゃないかと思います｡
C そんなにうまくセットになるとは限ら
ないと思うけどな ･･･
しばらく.それぞれの考えに賛同する子ど
もが自分の考えを説明していたが,各自の計
耳力が違うことからどの考えがよりよいとは
言いきれず. ｢自分の計算力に合わせて都合
のよいように概数にして計井すればよいJと
話し合いはまとまった｡
その後.ほかの品物 (千の位までの品物)
についても同じような活動を矧 ナたが.その
活動では.5百円単位で切L)上げて概数を使
って見梢もLJをしているか.2つ組み合わせ
て〇千円というペアを作り (C3 の考え)見
摘もりをしている子どもが.ほとんどであっ
た｡
このように.買い物の場面においては,四
捨五入だけにこだわらず.切り上げ,切り捨
てなどを自由に使って.自分にとって使いや
すい概数を作り.合計金額を見積もることが
できるようになった｡
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4 研究のまとめと今後の課題
第4学年 ｢およその数｣の実践を通して.
散の大局的な見方を育てる授業づくりを考え
てきたが.｢およその敦の意味理解Jの面と
｢およその数の活用｣の面から振り返ること
にするo
O rおよその致Jの意味は正しく理解でき
たか
｢およその数｣は ｢正しい数ではなく.い
いかげんな散Jr当てずっぽうの払｣と考え
る子どもが多いと予想して,正しい軌値が分
かっていても ｢およその軌Jを座う場合があ
ることを取り上げたL),数直線を使って実際
の散に近い散を rおよその軌｣として使って
いることを確かめる活動にしたりした｡これ
により, ｢実際の敬に近くないとだめ｡∫
rきりのよい散でないとだめ｡｣というよう
に ｢およそ｣を憲推して使うようになり.効
果的だったという手応えを得ている｡
O rおよその数｣を活用できるようになっ
たか
｢△の位までの概数で表してごらん.Jと
指示して.その方法を考えさせるばかりでな
く.子どもが自由に見柑もりをしながら概数
を使っていくことができるように.買い物場
面での問題を工夫した｡これにより. ｢百を
単位とする概数｣｢五百を単位とする概数｣
｢2つの数を組み合わせて作る概数｣など.
場合に応じていろいろな概政を使い分けるこ
とが出来始めたようだ｡
また.今後の課題としては.次の2点があ
る｡
評価が r手応えJの域を出ていないの
で.より客税的なものにするための方法
について探る必要がある｡
･ 子どもは.場面や数の大小により概数
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の作り方を違えているのではないかと考
えられるので.｢場面による概数の作り
方の逢い｣や.数の大小による概数の作
り方の違い｣などを調査 していきたい｡
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